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成
二
十
五
年
度
夏
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
七
回
大
会
案
内
・
要
旨
集

期
日

六
月
一
日
（
土
）・
二
日
（
日
）

会
場

成
城
大
学
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平
成
二
十
五
年
度
夏
季

会
場

成
城
大
学

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
七
回
大
会
案
内

〒
一
五
七
―
八
五
一
一

東
京
都
世
田
谷
区
成
城
六
―
一
―
二
〇

電
話

〇
三
―
三
四
八
二
―
一
五
三
七
（
山
田
直
巳
研
究
室
〈
直
通
〉）

Ｅ
メ
ー
ル

ya
m
a
d
a
n@
s
e
i
jo
.
a
c
.
jp

○
同
封
の
葉
書
に
出
・
欠
を
ご
記
入
の
上
、
五
月
二
十
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
着
く
よ
う
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
（
ご
欠
席
の
場
合
も
必
ず
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま

す
）。

○
六
月
一
日
（
土
）
の
、
昼
食
代
（
一
，
〇
〇
〇
円
／
常
任
委
員
・
委
員
の
み
）
、
懇
親
会
費
（
一
般
八
，
〇
〇
〇
円
、
大
学
院
生
四
，
〇
〇
〇
円
）
、
レ
ジ
ュ
メ

資
料
代
（
一
，
〇
〇
〇
円
）、
六
月
二
月
（
日
）
の
昼
食
代
（
一
，
〇
〇
〇
円
）
は
、
同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
（
口
座
番
号
／
〇
〇
一
七
〇
―
九
―
七
二
八
五

四
九
、
口
座
名
称
／
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
夏
季
大
会
）
に
て
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

○
本
大
会
で
は
委
員
等
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
会
場
で
手
続
き
の
上
ご
投
票
く
だ
さ
い
。

○
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
提
出
先
の
宛
名
と
送
り
先
を
明
記
の
上
、
左
記
の
当
学
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〒

―

横
浜
市
泉
区
緑
園
四
―
五
―
三

245

8650

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
竹
内
研
究
室
内

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

メ
ー
ル

zenkoku.ferris2012@gm
ail.com

E
FAX

〇
四
五
―
三
三
〇
―
六
〇
六
七

《
交
通
》

小
田
急
線
「
成
城
学
園
前
駅
」（
快
速
急
行
は
停
車
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
徒
歩
三
分
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第
一
日

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日(

土)

成
城
大
学

常

任

委

員

会(

時

分
～

時

分)

三
号
館
三
階

小
会
議
室

11

00

11

30

委

員

会(

時

分
～

時

分)

三
号
館
三
階

大
会
議
室

11

30

12

30

選
挙

投
票
日
時

六
月
一
日
（
土
）

時

分
～

時

分

投
票
会
場

三
〇
四
教
室(

三
号
館
地
下
一
階)

12

30

17

30

大

会
受
付

時

分
～

12

30

開
会

時
～

13

会
場

〇
〇
三
教
室(

三
号
館
地
下
一
階)

開
会
の
辞

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
中
京
大
学
教
授

原

國
人

会
長
挨
拶

本
学
会
会
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

中
西

進

会
場
校
挨
拶

学
校
法
人
成
城
学
園
学
園
長
・
成
城
大
学
学
長

油
井

雄
二

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

時

分
～

時

分
）

13

10

17

30

テ
ー
マ
「
柳
田
國
男
と
国
語
国
文
学
―
没
後
五
〇
年
を
超
え
て
―
」

基
調
講
演
（

時

分
～

時

分
）

13

10

14

10

柳
田
國
男
の
民
俗
学

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授

福
田
ア
ジ
オ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

時

分
～

時

分
）

14

30

17

30

パ
ネ
リ
ス
ト

柳
田
・
折
口
と
国
文
学
研
究
―
物
語
る
主
体
と
し
て
―

岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
教
授

松
本

博
明

柳
田
・
折
口
と
芸
能

慶
應
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師

伊
藤

好
英

柳
田
・
折
口
と
近
代
文
学
研
究
―
想
像
力
の
翼
―

國
學
院
大
学
兼
任
講
師

持
田

叙
子

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
成
城
大
学
教
授

山
田

直
巳
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懇
親
会
（

時
～

時
）

18

20

会
場

七
号
館
ラ
ウ
ン
ジ

会
費

一
般

八
，
〇
〇
〇
円

大
学
院
生

四
，
〇
〇
〇
円

第
二
日

六
月
二
日
（
日
）

受
付
開
始

時

分

9

00

研
究
発
表
会

会
場

〇
〇
八
教
室(

八
号
館
四
階)

午
前
の
部
（

時

分
～

時

分
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
中
京
大
学
教
授

原

國
人

9

30

12

10

日
本
の
国
語
教
科
書
は
中
国
の
大
学
専
攻
日
本
語
教
育
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
―
教
科
書
の
設
問
に
表
れ
た
指
導
内
容
の
比
較
分
析
を
中
心
に
―

発
表
者
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
助
手

田
中

祐
輔

司

会
／
滋
賀
短
期
大
学
教
授

柿
木

重
宜

越
境
す
る
テ
キ
ス
ト
―
芥
川
龍
之
介
『
支
那
游
記
』
と
夏
丏
尊
訳
「
中
国
遊
記
」
の
中
国
に
お
け
る
意
味
生
成
―

発
表
者
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
生

顔

淑
蘭

司

会
／
専
修
大
学
教
授

髙
橋

龍
夫

福
田
恆
存
・
文
学
と
演
劇
の
接
続
―
〈
文
学
と
実
生
活
〉
の
問
題
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

発
表
者
／
國
學
院
大
學
大
学
院
生

長
谷
川
雅
美

昭
和
第
一
高
等
学
校
常
勤
講
師

司

会
／
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

島
村

輝

「
反
・
反
骨
の
大
衆
作
家
」
と
し
て
の
高
橋
鐵
―
『
南
方
夢
幻
郷
』
と
そ
の
周
辺
資
料
か
ら
―

発
表
者
／
専
修
大
学
兼
任
講
師

櫻
庭

太
一

司

会
／
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
授

島
村

輝

昼
食
・
休
憩
（

時

分
～

時

分
）

12

10

13

10
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午
後
の
部
（

時

分
～

時

分
）

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
崎
県
立
看
護
大
学
准
教
授

大
館

真
晴

13

10

15

10

動
作
の
対
象
を
表
示
す
る
格
助
詞
「
を
」
と
「
に
」

発
表
者
／
熊
本
県
立
大
学
大
学
院
生

佐
藤

友
哉

司

会
／
大
妻
女
子
大
学
教
授

吉
田

光
浩

「
係
念
」
の
恋
―
安
貴
王
作
歌
の
位
置
付
け
―

発
表
者
／
國
學
院
大
學
大
学
院
生

大
谷

歩

司

会
／
同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授

寺
川
眞
知
夫

「
布
多
富
我
美
悪
し
け
人
な
り
あ
た
ゆ
ま
ひ
」

―
防
人
歌
・
四
三
八
二
番
歌
に
お
け
る
新
解
釈
―

発
表
者
／
香
川
高
等
専
門
学
校
准
教
授

東
城

敏
毅

司

会
／
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
主
任
研
究
員

井
上
さ
や
か

総

会

（

時

分
～

時

分
）

15

20

16

20

授

賞

式

〔
学
会
賞
／
文
学
・
語
学
賞
／
研
究
発
表
奨
励
賞
〕

閉
会
の
辞

本
大
会
実
行
委
員
長
／
本
学
会
常
任
委
員
／
成
城
大
学
教
授

山
田

直
巳

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所

特
別
展
―
柳
田
國
男
の
世
界
―

会

場

四
号
館
三
階
・
民
俗
学
研
究
所
・
小
展
示
室

期

間

六
月
一
日
・
二
日(

両
日
と
も

時
～

時)

10

16
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平
成
二
十
五
年
度
夏
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
七
回
大
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
柳
田
國
男
と
国
語
国
文
学
―
没
後
五
〇
年
を
超
え
て
―
」

「
柳
田
國
男
の
登
場
に
よ
っ
て
、
国
語
国
文
学
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
」
を
考
え
た
い
。
こ
れ
は
、
折
口
信
夫
の
国
文
学
研
究
も
含
め
、
新
し
い
文
学
運
動
と
し
て
の

民
俗
学
的
研
究
法
の
動
向
を
検
証
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
国
文
学
研
究
の
一
層
の
深
化
・
拡
大
を
め
ざ
し
、
同
時
に
〈
方

法
論
〉
の
問
題
―
―
、
つ
ま
り
〈
見
方
／
捉
え
方
〉
を
再
考
す
る
機
会
に
な
れ
ば
良
い
と
、
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

基
調
講
演

柳
田
國
男
の
民
俗
学

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授

福
田
ア
ジ
オ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト

柳
田
・
折
口
と
国
文
学
研
究
―
物
語
る
主
体
と
し
て
―

岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
教
授

松
本

博
明

柳
田
・
折
口
と
芸
能

慶
應
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師

伊
藤

好
英

柳
田
・
折
口
と
近
代
文
学
研
究
―
想
像
力
の
翼
―

國
學
院
大
学
兼
任
講
師

持
田

叙
子

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
成
城
大
学
教
授

山
田

直
巳
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平
成
二
十
五
年
度
夏
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
〇
七
回
大
会

研
究
発
表
会

発
表
要
旨

【
午
前
の
部
】

日
本
の
国
語
教
科
書
は
中
国
の
大
学
専
攻
日
本
語
教
育
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
て
い
る
の
か

―
教
科
書
の
設
問
に
表
れ
た
指
導
内
容
の
比
較
分
析
を
中
心
に
―

早
稲
田
大
学
大
学
院
助
手

田
中

祐
輔

本
発
表
で
は
、
中
国
の
大
学
専
攻
日
本
語
教
科
書
が
一
九
六
〇
年
代
か
ら
国

語
教
科
書
と
近
似
関
係
に
あ
る
現
象
（
田
中
「
中
国
の
大
学
専
攻
日
本
語
教
科

書
に
見
ら
れ
る
日
本
の
小
・
中
・
高
等
学
校
国
語
教
科
書
と
の
近
似
性
の
実
態

―
掲
載
作
品
の
様
式
・
年
代
・
題
材
の
計
量
分
析
か
ら
―
」
『
計
量
国
語
学
』

二
八
巻
八
号
）
に
着
目
し
、
国
語
教
育
の
内
容
や
手
法
を
用
い
る
こ
と
が
強
く

批
判
さ
れ
な
が
ら
も
、
教
育
現
場
で
は
一
貫
し
て
国
語
教
科
書
が
参
照
さ
れ
た

内
実
に
つ
い
て
、
日
本
の
国
語
教
科
書
は
中
国
の
大
学
専
攻
日
本
語
教
育
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
調
査
と
考
察

を
行
う
。

具
体
的
に
は
、
指
導
内
容
は
教
科
書
の
設
問
の
記
述
に
表
れ
る
（
八
木
・
伊

藤
・
波
多
野
「
タ
ス
ク
（
設
問
）
に
着
目
し
た
英
語
読
解
の
指
導
法
―
教
科
書

分
析
に
お
け
る
課
題
と
考
察
―
」
二
〇
〇
一
年
）
と
い
う
立
場
か
ら
、
国
語
教

科
書
に
掲
載
さ
れ
た
課
（K

T

）
と
同
一
の
文
章
を
扱
う
主
要
高
年
級
段
階
精

読
用
日
本
語
教
科
書
一
七
冊
の
課
（N

T

）
の
設
問
（N

T

：
計
五
六
六
／K

T

：

計
一
九
七
）
を
対
象
に
、
一
三
区
分
法
を
用
い
た
比
較
分
析
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
教
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
学
習
者
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
・
『
教
学
大
纲
』『
学
習
指
導
要
領
』
の
記
述
・
各
教
科
書
の
前
書
き
・

先
行
研
究
に
記
述
さ
れ
た
教
育
言
説
、を
傍
証
と
し
て
用
い
た
上
で
考
察
し
た
。

結
果
、
同
じ
文
章
に
対
す
る
設
問
は
、
同
一
の
も
の
も
一
部
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
全
体
の
内
容
と
分
量
、
種
別
構
成
、
種
別
割
合
に
著
し
い
異
な
り
が
見
ら

れ
た
。
日
本
語
教
科
書
は
、
そ
も
そ
も
目
的
や
対
象
が
異
な
る
国
語
教
科
書
の

内
容
や
手
法
を
取
り
込
む
た
め
に
、
文
章
は
国
語
教
科
書
掲
載
作
品
か
ら
採
り

な
が
ら
も
、
指
導
内
容
の
面
で
は
、
大
幅
に
設
問
を
加
筆
修
正
し
国
語
教
科
書

を
包
摂
す
る
形
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
指
導
内
容
の
異
同

か
ら
、
第
二
言
語
と
し
て
の
日
本
語
の
教
育
に
お
い
て
、
言
葉
と
文
化
の
規
範

と
し
て
参
照
さ
れ
た
国
語
教
科
書
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
用
い
ら
れ

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

越
境
す
る
テ
キ
ス
ト

―
芥
川
龍
之
介
『
支
那
游
記
』
と
夏
丏
尊
訳
「
中
国
遊
記
」
の
中
国
に
お
け
る
意
味
生
成
―

早
稲
田
大
学
大
学
院
生

顔

淑
蘭

芥
川
龍
之
介
『
支
那
游
記
』（
一
九
二
五
・
一
一
）
は
刊
行
さ
れ
て
半
年
で
、

中
国
人
翻
訳
者
の
夏
丏
尊
（xia

m
ianzun

）
に
よ
っ
て
、
中
国
に
対
す
る
批

判
的
な
部
分
を
中
心
に
抄
訳
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
『
支
那
游
記
』
の
中
国
に

お
け
る
受
容
に
つ
い
て
論
じ
た
先
行
研
究
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
夏
丏
尊

の
翻
訳
に
焦
点
を
当
て
て
、
翻
訳
テ
キ
ス
ト
「
中
国
遊
記
」
の
中
国
に
お
け
る

受
容
を
考
察
し
た
も
の
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
本
発
表
で
は
新
資
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料
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
翻
訳
と
い
う
作
業
に
よ
っ
て
変
容
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

が
、
原
文
テ
キ
ス
ト
に
と
っ
て
は
想
定
外
の
中
国
と
い
う
空
間
で
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
ら
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
夏
丏
尊
の
翻
訳
の
姿
勢

と
そ
の
取
捨
選
択
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
『
支
那
游
記
』
に
対
す
る
否
定
的
な
受
け
止
め
方
に
は
、
夏

丏
尊
の
抄
訳
が
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
実
際
、
夏
丏
尊
の
抄
訳
が
発

表
さ
れ
た
直
後
に
、
芥
川
と
「
中
国
遊
記
」
へ
の
激
し
い
批
判
が
す
で
に
始
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
批
判
的
な
文
章
は
、
い
ず
れ
も
芥
川
の
中
国

観
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
そ
の
一
部
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
を
中
国
の
現
状
と

し
て
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
批
判
的
言
説
と
当
時
中
国
で
主
流
と
な
っ
て
い

た
言
説
と
が
何
ら
か
の
形
で
連
動
し
た
こ
と
で
、
『
支
那
游
記
』
と
は
異
な
る

新
た
な
意
味
が
生
成
し
て
い
る
。

中
国
の
読
者
と
「
中
国
遊
記
」
の
こ
の
よ
う
な
交
渉
は
、
抵
抗
と
借
用
が
絡

み
合
っ
た
複
雑
な
過
程
と
し
て
あ
る
。
こ
の
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
半
植

民
地
文
化
と
し
て
の
中
国
の
「
異
種
混
淆
性
」
を
考
え
る
こ
と
と
も
繋
が
っ
て

お
り
、
翻
訳
テ
キ
ス
ト
の
新
た
な
意
味
生
成
に
よ
っ
て
原
文
テ
キ
ス
ト
の
「
生

き
延
び
」
を
果
た
し
た
翻
訳
者
夏
丏
尊
の
役
割
に
つ
い
て
再
評
価
し
た
い
と
考

え
る
。

福
田
恆
存
・
文
学
と
演
劇
の
接
続

―
〈
文
学
と
実
生
活
〉
の
問
題
を
手
掛
か
り
と
し
て
―

國
學
院
大
學
大
学
院
生
・
昭
和
第
一
高
等
学
校
常
勤
講
師

長
谷
川
雅
美

昭
和
に
活
躍
し
た
批
評
家
・
福
田
恆
存
は
、
生
涯
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
た

が
、
そ
の
中
心
に
置
か
れ
た
の
は
、
文
学
と
演
劇
で
あ
っ
た
。
戦
前
か
ら
戦
後

に
か
け
て
、
い
く
つ
か
の
評
論
・
批
評
を
発
表
し
て
「
小
林
秀
雄
の
跡
取
り
」

（
坂
口
安
吾
）
と
評
さ
れ
た
福
田
は
、
昭
和
二
十
年
代
半
ば
、
積
極
的
に
演
劇

活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
福
田
が
な
ぜ
文
学
と
演
劇
と
を

接
続
し
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
、
こ
れ
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
現

在
ま
で
の
研
究
で
充
分
な
検
討
が
な
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
本
発
表
は
、

福
田
の
横
光
利
一
論
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。

福
田
恆
存
が
横
光
利
一
を
痛
烈
に
批
判
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

た
し
か
に
福
田
は
、
戦
前
に
は
「
横
光
利
一
と
「
作
家
の
秘
密
」
」
（
「
行
動
文

学
」
昭
和
十
二
年
二
月
）
で
、
横
光
の
文
学
を
「
天
才
」
に
な
り
え
な
い
「
俗

人
」
に
よ
る
自
意
識
過
剰
の
文
学
と
断
じ
て
い
る
し
、
ま
た
戦
後
に
は
、
こ
の

戦
前
版
を
改
稿
し
た
「
横
光
利
一
」（
『
作
家
の
態
度
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
二

十
二
年
九
月
）
に
お
い
て
、
横
光
の
文
学
を
「
倫
理
」
を
欠
い
た
「
自
己
主
張
」

の
文
学
と
見
て
問
題
視
し
て
い
る
。
し
か
し
、
の
ち
の
福
田
が
自
ら
の
横
光
論

を
否
定
的
に
思
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
横
光
没
後
に
「
横
光
利
一
論
拾
遺
」

（
「
世
界
文
化
」
昭
和
二
十
三
年
三
月
）
を
執
筆
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
ほ
ぼ
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

発
表
で
は
、
横
光
論
の
変
遷
を
辿
り
つ
つ
、
「
横
光
利
一
論
拾
遺
」
を
中
心

と
し
た
福
田
の
言
説
を
考
察
し
、
当
時
の
福
田
が
直
面
し
た
の
が
〈
文
学
と
実

生
活
〉
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
取
り
組
む
た
め
に
選
択
さ
れ
た
の
が

演
劇
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
加
え
て
、
昭
和
二
十

年
代
半
ば
の
文
壇
で
演
劇
が
〈
新
し
い
文
学
〉
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、
福
田
の
演
劇
活
動
を
加
速
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
も
、
福
田
に
よ
る

私
小
説
批
判
と
関
連
付
け
て
示
し
た
い
。
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「
反
・
反
骨
の
大
衆
作
家
」
と
し
て
の
高
橋
鐵

―
『
南
方
夢
幻
郷
』
と
そ
の
周
辺
資
料
か
ら
―専

修
大
学
兼
任
講
師

櫻
庭

太
一

【
主
旨
】

昭
和
二
十
五
年
の
著
書
『
あ
る
す
・
あ
ま
と
り
あ
』
の
大
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て

一
躍
世
に
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
高
橋
鐵
の
作
家
像
と
そ
の
評
価
に
つ

い
て
は
、
戦
後
を
中
心
と
し
た
活
動
と
そ
の
著
書
の
内
容
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

「
反
権
威
、
反
権
力
の
性
研
究
者
」
的
視
点
に
拠
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。

本
論
で
は
、
そ
う
し
た
戦
後
の
著
書
以
上
に
、
高
橋
が
戦
前
そ
の
生
業
と
し
た

広
告
業
界
や
民
間
の
フ
ロ
イ
ト
精
神
分
析
学
研
究
組
織
・
東
京
精
神
分
析
学
研

究
所
で
の
活
動
、
そ
し
て
『
オ
ー
ル
読
物
』
お
よ
び
『
新
青
年
』
な
ど
の
文
芸

誌
に
発
表
し
た
小
説
作
品
群
こ
そ
が
、
彼
の
作
家
と
し
て
の
実
像
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
捉
え
、
高
橋
が
戦
前
に
刊
行
し
た
最
後
の
小

説
集
で
あ
る
『
南
方
夢
幻
郷
』
（
昭
和
十
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
作
品
の
解
題

分
析
を
中
心
に
、
周
辺
資
料
と
し
て
同
時
期
に
彼
が
広
告
業
界
誌
や
東
京
精
神

分
析
学
研
究
所
の
機
関
誌
等
に
発
表
し
た
作
品
と
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
活

動
履
歴
を
当
て
は
め
な
が
ら
、
高
橋
の
戦
前
に
お
け
る
作
家
活
動
の
実
体
と
作

品
創
作
の
背
景
を
解
み
と
く
。

【
方
法
】

『
南
方
夢
幻
郷
』
初
版
の
収
録
五
作
品
を
基
に
、
各
作
品
の
解
題
を
行
っ
た

上
で
、
同
時
期
に
高
橋
が
『
日
本
電
報
』
、
『
宣
伝
』
（
い
ず
れ
も
日
本
電
報
通

信
社
刊
）
な
ど
の
広
告
・
業
界
誌
お
よ
び
『
精
神
分
析
』
に
発
表
し
た
エ
ッ
セ

イ
、
時
評
作
品
の
文
体
と
手
法
、
掲
載
内
容
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
比
較
検
討

を
行
う
。

【
結
論
】

今
日
、
高
橋
鐵
の
作
家
像
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
概
要
」
で
も
述
べ
た

よ
う
な
経
緯
か
ら
「
強
い
反
権
威
・
反
権
力
的
志
向
」
を
持
っ
た
硬
骨
の
性
研

究
者
と
し
て
の
評
価
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
本
論
に
お
け
る
『
南
方

夢
幻
郷
』
と
そ
の
周
辺
資
料
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
権

威
や
流
行
へ
の
接
近
と
取
り
入
れ
を
図
る
柔
軟
性
と
対
応
力
を
合
わ
せ
持
っ
た

「
反
・
反
骨
の
大
衆
作
家
」
と
も
い
う
べ
き
高
橋
鐵
像
で
あ
り
、
こ
の
「
大
衆

作
家
」
と
し
て
高
橋
鐵
を
捉
え
る
視
座
こ
そ
が
、
今
後
の
彼
の
研
究
に
お
い
て

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
午
後
の
部
】

動
作
の
対
象
を
表
示
す
る
格
助
詞
「
を
」
と
「
に
」

熊
本
県
立
大
学
大
学
院
生

佐
藤

友
哉

「
ボ
ー
ル
を
蹴
る
」
の
よ
う
に
動
作
が
あ
る
も
の
を
指
向
す
る
と
き
、
そ
の

「
あ
る
も
の
」
は
動
作
の
対
象
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
表
示
す
る
助
詞
は
「
を
」

が
そ
の
代
表
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
に
」
も
対
象
を
表
示
す
る

こ
と
が
あ
り
（
親
に
反
抗
す
る
）
、
本
論
は
両
助
詞
の
使
い
分
け
の
区
別
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
（
な
お
、「
家
を
出
る
」「
駅
に
行
く
」
な
ど

そ
の
助
詞
が
場
所
を
表
示
す
る
場
合
は
考
察
の
範
囲
か
ら
除
く
）。

従
来
、
対
象
を
表
示
す
る
格
助
詞
「
を
」
と
「
に
」
の
差
異
は
、
そ
の
助
詞

と
共
起
す
る
動
詞
の
性
質
に
着
目
し
分
析
さ
れ
て
き
た
が
、
本
論
で
は
そ
れ
に

加
え
、
対
象
の
性
質
及
び
、
動
作
と
対
象
と
の
関
連
性
に
も
考
察
を
加
え
る
。

ま
ず
動
作
性
に
つ
い
て
だ
が
、
対
象
を
「
を
」
で
表
示
す
る
動
詞
は
、
処
置

（
蹴
る
）、
創
る
行
為
（
書
く
）、
心
理
的
扱
い
（
愛
す
る
）、
知
覚
（
見
る
）、

捉
え
方
・
把
握
の
仕
方
（
う
ら
や
む
）
と
い
っ
た
「
動
作
が
対
象
に
及
ん
だ
状

態
で
の
、
動
作
と
対
象
と
が
関
わ
る
さ
ま
」
を
表
す
の
に
対
し
、
「
に
」
で
表
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示
す
る
動
詞
は
「
対
象
に
対
す
る
主
体
の
態
度
」（
反
抗
す
る
、
く
い
さ
が
る
）
、

又
は
「
対
象
へ
の
方
向
性
を
示
す
動
き
」
（
会
う
、
放
水
す
る
）
を
表
す
（
両

者
を
兼
ね
る
も
の
も
あ
る
）。

対
象
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
「
に
」
の
方
か
ら
述
べ
る
が
、
こ
れ

は
①
動
作
の
先
（
人
に
話
し
か
け
る
、
意
見
に
賛
成
す
る
）
、
②
動
作
の
着
点

（
足
に
飛
び
つ
く
、
人
に
会
う
）
、
③
動
作
の
基
準
・
指
標
（
環
境
に
慣
れ
る
、

上
司
に
く
い
さ
が
る
）
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
複
数
を
兼
ね
る
も
の
と
な
り
、

①
②
③
は
動
作
の
基
点
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
「
を
」
が
表
示

す
る
対
象
は
①
②
③
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
。
こ
の
こ
と
と
右
記
の
、
対

象
を
「
を
」
で
表
示
す
る
動
詞
の
性
質
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
を
」
が
表

示
す
る
対
象
は
、
動
作
と
の
関
わ
り
の
中
核
に
あ
り
、
動
作
と
一
体
的
に
関
わ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
対
象
を
「
を
」
で
表
示
す
る
動
作
の
方
が
「
に
」
の
場
合
よ

り
も
対
象
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
い
え
る
。

「
係
念
」
の
恋

―
安
貴
王
作
歌
の
位
置
付
け
―

國
學
院
大
學
大
学
院
生

大
谷

歩

『
万
葉
集
』
巻
四
収
載
の
安
貴
王
の
長
歌
体
に
よ
る
恋
歌
は
、
采
女
と
の
別

離
を
嘆
い
た
悲
恋
の
物
語
を
内
容
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
別
離
の
事
情
は

左
注
に
よ
る
と
、
王
が
采
女
を
娶
っ
た
こ
と
で
「
不
敬
之
罪
」
に
問
わ
れ
、
采

女
が
「
本
郷
」
に
帰
さ
れ
た
時
に
悲
嘆
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の

時
の
王
の
采
女
へ
の
想
い
は
、
「
係
念
極
甚
、
愛
情
尤
盛
」
で
あ
っ
た
と
伝
え

て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
係
念
」
の
語
は
、
上
代
文
献
で
は
孤
例
で
あ
り
、

従
来
出
典
不
明
の
語
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
小
島
憲
之
氏
が
こ
れ
を
仏
典

語
で
あ
る
と
指
摘
し
、
仏
に
一
心
に
念
じ
る
意
で
あ
る
と
い
う
。
確
か
に
、「
係

念
」
は
仏
典
独
自
の
語
で
あ
り
、
そ
の
出
典
の
一
つ
に
五
世
紀
頃
撰
述
さ
れ
た

『
正
法
念
処
経
』
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
十
三
係
念
」
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ

の
「
十
三
係
念
」
に
は
出
家
者
の
修
行
の
方
法
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
「
第

一
係
念
」
に
お
い
て
は
女
人
に
心
を
寄
せ
る
こ
と
を
戒
め
、
「
係
念
」
の
修
行

を
怠
れ
ば
「
則
ち
色
欲
に
著
す
」
の
だ
と
い
う
。
出
家
者
の
精
神
的
修
行
に
お

い
て
「
色
欲
」
を
捨
て
る
こ
と
を
教
え
る
の
が
「
係
念
」
の
法
で
あ
り
、
出
家

者
は
「
係
念
」
の
修
行
に
よ
り
仏
に
専
心
し
、
女
人
の
迷
い
か
ら
逃
れ
る
こ
と

が
出
来
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
当
該
左
注
の
「
係
念
極
甚
」
と
は
、「
十
三
係
念
」

が
第
一
に
挙
げ
て
戒
め
る
「
色
欲
」
に
溺
れ
た
者
を
指
し
、
安
貴
王
は
仏
へ
で

は
な
く
、
采
女
の
色
香
に
「
係
念
」
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
男

女
の
恋
愛
事
件
が
、「
係
念
」
と
い
う
仏
典
語
を
通
し
て
仏
の
戒
め
る
「
色
欲
」

の
物
語
へ
と
転
換
さ
れ
、
王
の
悲
恋
は
仏
教
的
な
迷
妄
の
恋
愛
物
語
と
し
て
読

み
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
、
左
注
の
注
記
者
の
立
場
が
大
き
く
物

語
に
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
発
表
で
は
当
該
左
注
の
「
係
念
」
の
語
が
『
正

法
念
処
経
』
に
由
来
す
る
こ
と
、
仏
典
語
と
し
て
の
「
係
念
」
に
よ
り
説
明
さ

れ
る
安
貴
王
の
悲
恋
の
歌
は
、
仏
教
の
戒
め
る
「
色
欲
」
の
恋
歌
へ
と
変
容
し

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
出
家
者
が
関
与
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
論

じ
た
い
。

「
布
多
富
我
美
悪
し
け
人
な
り
あ
た
ゆ
ま
ひ
」

―
防
人
歌
・
四
三
八
二
番
歌
に
お
け
る
新
解
釈
―

香
川
高
等
専
門
学
校
准
教
授

東
城

敏
毅

下
野
国
防
人
歌
の
四
三
八
二
番
歌
「
布
多
富
我
美
悪
し
け
人
な
り
あ
た
ゆ
ま
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ひ
我
が
す
る
時
に
防
人
に
さ
す
」
の
歌
は
、
第
一
句
な
ら
び
に
第
三
句
の
解
釈

が
ま
だ
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
解
釈
に
揺
れ
が
あ
る
歌
で
あ
る
。

第
一
句
「
布
多
富
我
美
」
に
関
し
て
は
、
「
下
野
国
国
守
」
と
考
え
る
の
が

現
在
で
は
一
般
的
で
あ
る
。
「
布
多
」
は
、
下
野
国
の
国
府
の
あ
っ
た
都
賀
郡

の
郷
名
で
あ
り
、「
フ
タ
ホ
ガ
ミ
」
は
「
フ
タ
オ
ホ
カ
ミ
」（
布
多
太
守
）
の
句

中
の
単
独
母
音
「
オ
」
が
脱
落
し
、「
カ
」
が
濁
音
化
し
た
も
の
と
考
え
、「
布

多
太
守
」
は
「
布
多
に
い
る
長
官
で
、
下
野
の
守
の
こ
と
」
（
武
田
祐
吉
『
全

註
釈
』
）
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
で
も
こ
の
説
が
定
説
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
契
沖
以
来
、
多
種
多
様
な
解
釈
・
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
新
た
な
次
の
説
を
提
示
し
た
い
。

「
布
多
富
我
美
」
は
、「
布
多
火
長
」（
フ
タ
ホ
ガ
ミ
）
な
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
は
以
下
の
五
点
で
あ
る
。

①

下
野
国
の
み
、「
火
長
」
の
役
職
名
を
持
っ
た
者
が
歌
を
提
出
し
て
い
る
。

②

「
布
多
」
な
ど
の
郷
名
に
「
火
長
」
が
結
び
つ
く
記
述
方
法
が
木
簡
等
に

見
ら
れ
る
。

③

「
火
長
」
の
「
火
」
を
「
ほ
」
と
訓
む
こ
と
は
、
古
事
記
・
万
葉
集
中
に

例
が
あ
り
、
ま
た
「
火
長
」
は
木
簡
で
「
十
上
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、「
長
」
を
「
か
み
」
と
訓
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

④

下
野
国
防
人
歌
の
当
該
歌
の
前
後
は
難
波
津
で
の
感
慨
を
詠
ん
だ
も
の
で

あ
り
、
当
該
歌
だ
け
出
発
前
の
防
人
任
命
時
の
こ
と
を
詠
む
の
は
違
和
感
が

あ
る
。

⑤

難
波
津
で
の
感
慨
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
た
場
合
、
第
三
句
「
あ
た
ゆ
ま

ひ
」
に
も
新
た
な
解
釈
が
可
能
と
な
る
。



- 11 -

平
成
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